
高市政権の成長戦略を担う宇野首相補佐官が公開基調講演 
TGSW2026 一般参加登録受付開始 

1 開催日程 

令和 8年 10 月 1日（木）～10月 3 日（土） 

開会式・基調講演：10月 1日（木）10:00-11:00 

開会式：筑波大学長、グルノーブル大学長によるご挨拶等 

基調講演：内閣総理大臣補佐官 宇野 善昌 氏 

講演タイトル：日本の科学技術イノベーション政策について  

科学技術・イノベーション政策を担当する宇野善昌内閣総理大臣補佐官による公開基調 

講演を開催します。日本の科学技術イノベーション政策について、政策立案の最前線から

ご講演いただきます。 

海外からも多数ご来場いただくため同時通訳をもうけております（日本語⇒英語） 

（前回の海外からの参加者：55ヶ国、約300名） 

筑波研究学園都市の未来に関するシンポジウム：10月 1日（木）13:00-14:30 

つくば市：五十嵐立青市長（予定）、国立研究所関係者、 

筑波大学（教員及びSPRING 受給者・JSPS 特別研究員・戦略17分野関連の 若手研究者）、 

研究学園都市を支える民間の皆様等、産官学一体となって、筑波研究教育機構構想協議会 

が目指す共創の未来と、研究成果を社会実装へ結び付ける「科学技術の第2フェーズ」の

可能性を展望します。※同時通訳（日本語⇒英語） 

その他のセッション 

別紙一覧をご参照ください。 

2 一般の方の参加登録方法 

8月 3日（月）より公式サイトで受付開始。どなたでも参加可能です。 

公式サイトURL https://tgsw.tsukuba.ac.jp/  

※メディア関係者による取材は、事前にお申し込み頂けると幸いです。

当日は腕章をご着用ください。

人口減少や国際競争の激化が進む中、日本が持続的な成長を実現するためには、大学や 

研究機関で生まれた研究成果を社会実装し、新たな産業や価値の創出につなげる科学技術・ 

イノベーションが重要です。Tsukuba Global Science Week 2026（TGSW2026）では、政府の 

科学技術・イノベーション政策を推進する宇野善昌内閣総理大臣補佐官が公開基調講演を行い

ます。国の研究機関や大学が集積し、約 2万人の研究者が集う筑波研究学園都市“TSUKUBA”

は、日本の研究力を社会や経済の成長につなげる最前線の現場であり、政府が掲げる「研究 

成果の社会実装」や「イノベーション創出」を具体化する重要な地域です。日本最大の研究 

開発拠点“TSUKUBA”において、国の成長戦略を担う首相補佐官が講演を行うことにも意義が

あると考えています。 

今回の講演では、国の科学技術政策の中枢を担う立場から“TSUKUBA”が果たす役割や、 

研究成果をどのように産業競争力の強化や社会課題の解決へ結び付けていくのか、その将来像

について語っていただきます。政策立案の最前線と日本を代表する研究拠点であるつくばが 

直接つながる貴重な機会となります。 

また、TGSW2026 では、“TSUKUBA”だからこそ実現できる産官学連携のあり方や、研究成果を

社会実装へつなげる未来像を議論するシンポジウムも開催します。 

これらの公開基調講演やシンポジウムへの一般の参加受付を開始いたします。 



お問い合わせ 
筑波大学広報局 国際会議推進部門 
Email：TGSWsecretariat@un.tsukuba.ac.jp  

３ レセプションのご案内 

◆ 開催日時：10月 2日（金）17:30-19:00

TGSW2026 シンポジウム関係者ほか、本学国際交流協定校であるボルドー大学・

グルノーブル大学学長らが出席予定です。レセプションは一般には公開していませんが

メディア関係の皆様のご参加を歓迎いたします（後日、改めてご案内します）。

４ TGSW とは 

TGSW は、世界各国のベテランから若手まで、幅広い層の研究者 

が筑波研究学園都市に集結し、国や研究領域を超えた議論を行う 

本学主催の国際会議です。TGSW の開催を通じて、国際的な連携 

ネットワークの構築と、高い研究レベルに裏付けされた知の創造を 

行い、地球規模課題の解決に向けた熱い議論の場を提供することを 

目的としています。 

TGSW 過去の登壇者 

ボン大学 Dr. Michael Hoch 学長               筑波大学 谷口 智彦 特命教授 

（令和6年春の外国人叙勲：旭日重光章を受章）  （安倍元首相のスピーチライターとして活躍） 

 CYBERDYNE 株式会社  
山海 嘉之 代表取締役社長/CEO カルティエジャパン 宮地 純 社長 

グルノーブル大学 Yassine Lakhnech 学長  つくば市 五十嵐 立青 市長 





一橋大学社会学部卒業。建設省（現国土交通省）入省後、都市政策・地域振興分野を中心に行政実務に従事し、
内閣官房参事官、国土交通省都市計画課長、同道路局次長などを歴任。この間、甲府市副市長、茨城県副知事
として地方行政にも携わる。
その後、国土交通省都市局長、同大臣官房長、復興庁統括官を経て復興庁事務次官に就任。
2025 年より内閣総理大臣補佐官（国土強靱化、復興、社会資本整備、科学技術イノベーション政策等担当）

日本語（英語同時通訳あり）
Japanese（English interpretation available）

筑波大学 大学会館 ホール
University hall, University of Tsukuba

無料（参加登録制）/ Free of Charge
※どなたでも参加可能
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